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１．研究計画の概要
（１）理論モデルの検討：完全自制心を想定
するのではなく、セルフ・コントロール（自
制力）が本来の意味で有効な経済行動モデル
を検討し、その自制力の程度が異時点間選択
行動、とくに時間不整合的行動にどのような
影響を与えるかを検討・検証する。その際、
異時点間選択行動のキーパラメーターとし
て時間割引率を採用する。
（２）数量的研究の手法：自制力そのものを
数量化することは困難なため、その代理変数
を検討・選択する。そして、自制力の代理変
数が異時点間選択行動のキーパラメーター
である時間割引率にどのような影響を与え
るかを数量的に分析する。分析データは、ア
ンケートおよび実験（ｆMRI 実験も含む）に
よって収集する計画である。
（３）政策的提言：自制力の代理変数と時間
割引率との有意な関係の存在を確認したう
えで、代理変数と自制力との関係をより詳細
に検討することによって、自制力を利用して
時間不整合的行動を抑制するために、政策的
にどのようなことが考えられるかを検討し、
提言につなげる。

２．研究の進捗状況
（１）理論モデルの検討：標準的な合理的行
動モデルでは必ずしもうまく説明できない
時間不整合的行動を説明可能な準双曲割引
モデルとそれに準双曲割引傾向の自覚を加
えたオドナヒュー・ラビンモデルを基盤に、
本研究では基本的に「規制する自己」と「規
制される自己」との 2 重の自己モデル（dual
self model）を採用した。またこれは、この
モデルが、認知心理学における認知に関する

「2 重システム理論」と整合的であることも、
採用した大きな理由である。脳を情報処理に
関する単一のネットワークとみなす「単一シ
ステム理論」の立場は本研究では採用しなか
った。
（２）数量的研究の手法：先行研究等の検討
の結果、自制力の代理変数として、認知能力
と性格特徴（パーソナリティ）を採用し、ア
ンケートおよび実験（ｆMRI 実験含む）によ
ってデータ収集を行った。
アンケートは2009年度および2010年度に

わたって時間割引率・危険回避度と上記代理
変数との関係について、主としてパネル分析
を行った。2009 年度のデータを用いた、主
要な分析結果は以下のとおりである。
１．双曲割引は観察されなかったが、期間

効果は確認された。
２．性格特徴は総じて有意でなかったが、

認知能力は高いほど時間割引率が低くなる
ことを確認した。
３．喫煙、ギャンブル、飲酒、クレジット

利用では、総じて重度経験者が高い時間割引
率を示すことが確認された。

2009 年度には喫煙者を対象としたｆMRI
実験を開始したが、諸般の事情により、2010
年度は実施できなかった。

またこの間、筒井、高橋は、それぞれ時間
割引率に関係する独自のアンケートと実験
を行い、その成果を発表している。さらに、
池田は肥満と双曲割引との関係に関する研
究を発表している。
（３）政策的提言：現段階では十分な検討は
行っていないが、政策的提言は、これまでの
アンケート等のデータ分析を踏まえて行う
最終年度の重要な課題のひとつである。
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３．現在までの達成度
区分③
アンケートによる研究はほぼ順調に進んで
いるが、予定していたｆMRI 実験を継続的に
実施することができなかった。

４．今後の研究の推進方策
これまでに 4種類のパーソナリティ検査に

よるアンケートを行っており、それらと時間
割引率に関する分析をさらに進めていく予
定である。
2010年度実施できなかったｆMRI 実験につ

いては、他箇所による実験も含め、最終年度
に再度実行可能かを再検討する。
また可能ならば、解釈レベル理論に基づく

アンケートを行い、これまでのアンケートの
結果とともに、自制心の時間不整合的行動の
抑制効果に関する政策的示唆を導出したい
と考えている。その際、現在進行中である脳
の 2重システム対単一システムの議論につい
ても引き続き注意を払い、その議論と 2重シ
ステム論に立つわれわれの政策的示唆に関
する議論との整合性を確認しつつ、論を進め
ていく。
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